
山口大学知的財産センター主催

日 時 2022年9月22日（木）

16:10～17:40

開会挨拶 山口大学知的財産センター
センター長 教授 小川 明子

司 会 山口大学知的財産センター
准教授 陳内 秀樹

【お問い合わせ先】
山口大学 大学研究推進機構 知的財産センター
〒755-8611 山口県宇部市常盤台2-16-1
TEL：0836-85-9942
E-mail：ip_fdsd@yamaguchi-u.ac.jp
http://kenkyu.yamaguchi-u.ac.jp/

☜こちらを読み取り、

お申込みも可能です。

＊ご記入いただいた個人情報につきましては、今回のイベントと今後機関からのご案内以外の目的で利用することはありません。

下記URLよりお申込みください。
https://ds23e.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~jimu/form/?en=220810151022

お申込み ＊締切 9/21（水）

第3回

国立大学の法人化で始まった知財管理の傍ら、教

職員や産学連携関係者への知財説明会が盛んに行わ

れた。参加した教員から学生への授業の要請が来た。

慌てて審査官任官研修（４年間）時のテキストを

引っ張り出した。知識の押し付けだったため、アン

ケートは惨憺たる結果であった。そのうち学内聴講

者の関心事が、特許の取り方、共同研究の利益配分

や知財の取扱い、発明者認定問題等々であると知っ

た。教育心理学の知人から、海馬に残りやすいもの

は図面や実物だと言われた。その都度知財になじん

でいない人にチエックをしてもらい意識の啓発に努

めた。お陰で知財は難しくない、興味が持てそう

等々、アンケート上で変化が出始めた。

大学研究者、研究支援者の中には、隠れ?知財知

識人が少なからずいる。そういった人を発掘して、

知財教育の意義を共有すれば、教育の協力者に変身

できる。特に知財領域でのＳＤ強化は、ＦＤの充実

につながると言われている。まずは身近なところで、

基盤固めをすることをお勧めしたい。

本日は、学内関係者の関心事を中心にご紹介した

い。企業関係者は、大学の関心事を知ることにより、

産学連携活動時に参考になると思われる。

参加無料ZOOM 定員200名

『知財教育の導入は意識の啓発から』

佐田 洋一郎
山口大学学長特命補佐
（山口大学特命教授）

講 師 講演概要
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